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因縁という語を翻沢する場合次の語義が考えられる。
⑩原因を意味する場合。Cause.因と縁とを分けて訳す場合は因は
primarycause,縁はenvironme刀talcauseと訳すことにしている。
例、如是因如是縁｡･l･二因縁の場合もthetwelvecausesと訳すことに
している。通常これはthetwelvelinksofcausalityと訳されている
が、 causalityは因鵬関係を意味する。十二因縁は因果関係を表現する
からcausalityでもよいわけであるが、十二因縁という語そのものには
果は表現されていない。
②理由を葱味する場合。 Reason、理由とはある事柄を税明する場合
に役立つ事実をいう。これは問答の場合はwhy-becauseの形となる。
例、以何因縁(why)而有此瑞。以麸因縁(Becauseofthis=therefo
-re)地皆厳浄。
③動機を現わす場合。motiveo動賎とは人をして行動を起さしめる
事実をいう。序品に我見彼土恒沙菩薩樋々因縁而求仏道とあるが、この因
縁は動機と解すべきではないかと思う。
④目的を意味する場合、Purpose･目的とは人がその実現を意図する
ものをいう。唯以一大事因縁故出現於世の因縁は目的と解すべきものと思
フo
⑤仏や仏弟子などの過去世における因縁物語を,巡味する場合、 the
storyofapreviouslife・樋々因縁轡諭言辞の因縁はこれに当ると思う。
(2I2)
この場合本事も本生も含まれると思う。前生物語は一蹴のlife-storyで
ある。たr異るところは現世のstoryではなくて前IItのstoryである
点である。前世はpreviousexistence又はpreviouslifeの訳誰が一般
に採用されている。 prenatallifeは胎内の生命を‘葱味するのが本義であ
るから避くべきであろう。そこで前生物語を意味する因縁を thestory
ofapreviouslifeとしたのであるが、本事も本生も含まれているから
本堺本生の訳語と|可様になる。即ち本生はthestoryoftheprevious
lifeofaBuddhaであり、本事はthestoryofthepreviouslifeofa
Bodhisattvaとなる。例えば薬玉苫薩本邪品のIW!名はthepreviousLife
ofthemedicine-kingBodhisattvaとした。但し妙荘厳正本事品の本
事は妙荘厳王の本事ではなく華聴醤薩の本ｻ＃であるから、単にthestory
ofkingwondeful-adornmentとした（，
⑥九部経の一である因縁を意味する場合。方便品に或説修多雑伽陀及
本事本生未曾有亦説於因縁騨諭並祇夜優婆提舎経とある中の因縁は前生物
語即ち過去世の凶縁談の意味の因縁ではない。因縁談にあたるものは本事
本生である。九部経の--.としての因縁は仏が経や律をI税かれた由来を明か
にしたものである。従ってその訳はthereasonwhytbesutraisexp
-oundedとすべきであろう。この意味内容が明らかな場合､又は註釈を付
する余裕のあるときはIntroductorydiscourse又は単に1ntroduction
とすることもできるであろう。
これに関連して諸賢の御商兇を煩わしたいことがある。前節で言及した
種々因縁磐諭言辞のなかの言辞とは何か。因縁も轡諭も言辞を離れてはな
い。 もしこれが単に言梁を葱味するならば驚語（ゼイゴ）である。言辞柔
軟の言辞はあきらかに音声を意味するが、背声や言葉は因縁や騨諭と併悩
さるべき性磁のものではない。しかるに因縁響諭言辞の言辞か単なる賛諮
でないことは以砿々因縁韓諭亦言辞の表現を以てして6明らかである。
(213)
そこでこの言辞は優婆捉舎経を意味するのではないかと思うのである。
九部経のうち修多羅と伽陀と祇伎は形式上の分瓶であって内容には関係は
ない。他の六部経のうち未曾布は呪前の斗撰として与えられるものであ
り、仏の敦説によって与えられるものではない。又経の由来をIﾘjかす因縁
は一経が成立するに当って初めて必要となるものであるから経の内容その
ものではない。そこで教説の内容を櫛成するものは本事本生讐諭優婆提舎
経の四部経のみとなる。しかるに因縁響諭言辞という表現において、本事
と本生が因縁のなかに含まれるとすれば言畔は優婆捉舎経に当るのではな
いかと思う次第である。
⑦縁起を通味する場合。 Dependentorigination.一切の存在はす
べて因縁によって生じ因縁によって減する。縁起とは因縁によって生ずる
ことをいう。十二因縁は凡夫の生存が･l-二の条件によって成立つことを意
味するから･トー縁起ともいう。従って響諭品の楽独諜寂深知諸法因縁足名
畔支仏乗の因縁は単にcausesとするよりもdependentoriginatoinと
した方が妥当であるかも知れない。方便品の諦仏両足尊知法常無性仏種従
縁起の縁はこれを因縁と解し、従縁起を縁起と解してdependentorigin
-ationとすべきであろう。
こふで必然的に問題となるのは十二因縁の各支をいかに翻訳すべきかで
ある。無明はignoranceとするのが通拠のようである。
stupidityは痴の訳語とする方が適当であろう。行はpredispositior]
とした。織はconsciousnessである。名色はname-and-formとした
が、 thecorporealorganismという訳もある◎六入はthesixsense
-organsが通説である。触はtouch又はcontact、受はperception
又はsensationである。愛はcravings.とした。これは渇受tanh豆で
あるからthirstであるが、現在の英語のusageではthirstは渇愛の
（”4）
,葱が薄れている。Loveという訳謡ぱ1<適当であろう。Loveは単独に111
いられる場合は多くは男女間の愛情を意味し、又キリスト教における神の
愛を葱味する。収はgrasping,有はbecoming,生はbirth,である。
老死はage-andFdeathとした。
次に問題となるのは十如赴の訳である。相は形相であるからappeara
･-nceとしたが、相が‘術に形相を意味するとは限らない。性質を意味する
場合もある。その場合はnatureとなる。又|可じ形相でも形そのものに
電点が置かれる場合はformが適当であろうし、様相を意味する場合は
mode又はstateが適当であろう。性はnatureである。体は主体、実
体、本体と解釈してsubstanceを用いた。力はpower,作はactivity,
因はprimarycause,縁はenvironmentalcause,果はeffectであ
る。報はreward-and-retributionとした｡rewardは普報を意味し
retributionは悪報を通味する。善悪を包含する報に該当する英語はな
い○
本末究党等は本の相から末の報に至る九要素が凡て実相であるという点
において等しいと解釈した◎しかしかLる意味を表現するのに適当な英語
はない。そこでこの解釈は脚注で明らかにすることとし、本文ではすべて
の存在の差別相は以上の九要素について知るべきであるということを示す
ために本末究党等に当る部分にpa】､ticularitiesという表現を用いた。如
足はastheyareである。諸法実相はtherealityofallthingsとし
た。諸法をallthingsとするのは物足りない感じがしないでもないが、
pantarheiの英訳がallthingsflowというように決定されていること
から考えれば適当でないとはいえないと思う。
(2I5)
